
開始時刻

₄ ₅

9:00 101

9:20 102

₄ ₅

9:40 103 201

10:00 104 202

₄ ₅

10:20 105 203

10:40 106 204

11:00 107 205

11:20 108 206

11:40 109 207

12:00

石　錚(立命館大・院)：日本における外資系
企業の立地戦略－立地選択要因の探求

田中博春(東北農業研)ほか：地球温暖化気候
シナリオを再現可能な気候緩和機能評価モデ
ル

常松展充(千葉大)ほか：黄砂の発生および輸
送と逆転層との関係について

成瀬　厚(法政大・非)：他所と同一化する－
一写真家が旅で発見した故郷

山本啓典(東京大・学)：両毛地域におけるご
当地グルメ発信活動の成立と展開

金玉実(筑波大・院)：日本における中国人の

観光行動空間の構造 －中国人訪日パッケージ
ツアーの分析

森嶋俊行(東京大・院)：日本における産業観
光施策展開状況のデータベースによる分析

原　真志(香川大)：グローバルな集積間関係
での時限組織によるプロジェクトの空間デザ
イン－ハリウッド映画プロジェクトを事例に

野口泰生(国士舘大)：全国の風向逆転日(海陸

風日と山谷風日)における風向の毎時変化

駒木伸比古(筑波大・院)：まちづくり3法施行
による市町村間における大型店出店調整の変
化－徳島県板野郡北島町におけるショッピン
グセンターの出店過程を事例として

山本健太(東京大・学振PD)：アニメーション
産業労働者の就業実態と日行動の特性

田宮兵衛
*
(帝京平成大)・宮越朊子：季節区分

再考

高橋信人(宮城大)：日本付近における前線帯
データの作成手法の検討

下口嵩司(法政大・院)：二つ玉低気圧に伴う
日本列島の降水量分布に関する気候学的研究

秋本祐子*
(筑波大・院)・日下博幸(筑波大)：

日本で発生する霧の気候学的特性

昼　休　み

宇根義己(広島大・院)：ミツビシ・モーター

ズ(タイランド)社における生産システムの革
新－生産規模の拡大に伴う物流システムの変
化に着目して

第1日目　3月27日（土）　午前

第　1　会　場 第　2　会　場



開始時刻

9:00

9:20

9:40

₄ ₅ ₄ ₅

301 401 10:00

302 402 10:20

303 403 10:40

304 404 11:00

305 405 11:20

306 406 11:40

12:00

齋藤　仁(首都大・学振DC)ほか：日本におけ

る2種類の降水イベントと斜面崩壊の発生との
関係－土壌雨量指数を用いて

佐藤　浩(国土地理院)ほか：七五三掛地区の

SAR干渉画像を用いた地すべり地表変動の解
析

吉木岳哉*
(岩手県立大)・高橋咲保：岩手山麓

春子谷地湿原における土砂流入と湿原植生の
変化

小川滋之(千葉大・院)：外秩父山地における
カバノキ林の立地環境と維持機構

川原一洋*
(駒澤大・学)・田中靖(駒澤大)：武

甲山における人工地形改変の定量的評価

安田正次*
(千葉大・非)・大丸裕武(森林総合

研)：奥利根・奥只見の湿原における植生変化
の比較検討

檜垣大助*
(弘前大)・渡邊一史(弘前大・院)：

平成20年岩手・宮城内陸地震で発生した地す
べり性斜面変動の地形・地質的要因

高瀬伸悟(法政大・院)：房総半島における屋
敷林の示す卓越風と屋敷林内に出現する暖温
帯常緑広葉樹林構成種

昼　休　み

沖津　進(千葉大)ほか：ウラル山脈单東部半
乾燥地域『アルカイム生態保護区』周辺の植
生景観と植生地理

吉田真弥(専修大・院)ほか：植物珪酸体分析

からみた中部ルソン島，パイタン湖における

過去およそ2,500年間の植生変遷

苅谷愛彦*
(専修大)・高藤泰介(専修大・学)：

完新世を示す針ノ木岳北面の沖積錐堆積物の
14

C年代

関口辰夫 
(国土地理院)ほか：新潟県における

筋状地形の分布と地形的特徴

第　4　会　場

第1日目　3月27日(土)　午前

第　3　会　場



開始時刻

9:00

9:20

₄ (▪☺▪)₅

9:40 601

₄ ה ₅

10:00 501 602

10:20 502 603

10:40 503 604

11:00 504 605

11:20 505 606

11:40 506 607

12:00

雨森直也(立命館大・院)：中国尐数民族にお
ける世代別通婚圏の変容－雲单省鶴慶県にお
けるぺー族の事例

陳林(広島大・院)：福建省北部山村における
出稼ぎ労働の展開とその特性

井口　梓(愛媛大)：愛媛県における移住促進

事業とIターン者の「田舎暮らし」－商品化す

る日本の農村空間に関する調査報告14

昼　休　み

宮地忠幸(国士舘大)ほか：東京都練馬区にお
ける農業体験農園の発展に果たす人的ネット
ワークの地域的役割－商品化する日本の農村
空間に関する調査報告15

中辻　享(甲单大)：ラオス北部焼畑村落にお
ける出作り集落の二類型

Truong Quang Hoang(Okayama Univ.) ：

How Villages Manage Forest after

Devolition ?

作野広和(島根大)：空き家の活用による定住
政策と農村空間の商品化－商品化する日本の
農村空間に関する調査報告13

梁海山(首都大・院)：地理的加重回帰法を用
いた中国内モンゴルの土地利用変化の要因分
析

金美賢(首都大・院)：過疎地域の農山村にお
ける地域活性化の持続的システム－山梨県北
杜市黒森集落のNPO法人の活動に着目して

Ranaweerage Eranga(首都大・院)：スリラ
ンカの中央州における人間と野生ゾウの競合
関係とその諸相

浅田晴久(京都大・院)：インド・アッサム
州，ブラマプトラ川氾濫原におけるモンスー
ン降雨と稲作との関係

篠倉大樹(久留米大・院)：長崎県生月島にお
ける架橋による住民の社会関係への影響

貴志匡博(神戸大・院)：人口還流現象(Uター

ン)のコーホート別推移－兵庫県多可町加美区
の事例

第1日目　3月27日（土）　午前

第　5　会　場 第　6　会　場



開始時刻

〈GIS〉

701 9:00

702 9:20

703 9:40

704 10:00

705 10:20

₄ ₅

706 10:40

707 11:00

708 11:20

709 11:40

12:00

工藤宏子(筑波大・院)：東京都における保育
所待機児童の発生状況と対策の地域差

昼　休　み

第　7　会　場

Kim Changjoo(Univ. of Cincinnati) ：

Hierarchical Modeling for Analyzing Traffic

Accident

小荒井衛*・中埜貴元(国土地理院)：地理空間
情報を時空間化することの意味

北島晴美*(信州大)・太田節子(信州医療福祉専

門学校)：青森県における二次医療圏別標準化
死亡比の地域差

久木元美琴(東京大・学振DC)ほか：沖縄県に
おける保育サービスの供給体制－那覇市の事
例を中心にして

根元裕樹(首都大・学)ほか：洪水氾濫シミュ
レーションを用いた信玄堤の治水能力の再評
価

杉本興運(首都大・院)：東京都23区における
窃盗犯罪発生の地域性とそのドライビング
フォース

第1日目　3月27日（土）　午前

中山祐介(首都大・院)：東京湾内湾域におけ
るアマモの分布可能域と陸水環境との関係

泉　岳樹(首都大)ほか：FOSS4Gを活用した
新たな都市計画支援ツールの開発と実践的利
用に関する研究－ランドスケープデザイナー
と建築家の協働を目指して



開始時刻

13:00

13:20

13:40 S0201 熊木洋太(専修大)：「地理」と防災教育

〔座長〕青木朊子(東京女学館)

S0202 13:15～13:40

14:00

14:20 S0203 13:40～14:00

14:40 S0204 14:00～14:20

15:00 15:00 15:15

S0205 14:20～14:40

15:20

S0206 14:40～15:00

15:40

S0207 15:10～15:25

 戸所　隆(企画専門委員長・高崎経済大)

16:00

S0208 15:25～15:40

三橋浩志(文部科学省)：事業の意義

鈴木厚志(立正大)：科目・論文認定

16:20 高田明典(日本地図センター)：講習会 S0209 15:40～15:55

16:40

〔コーディネーター〕戸所　隆 〔座長〕平井幸弘(駒澤大)・熊木洋太(専修大)

17:00

小俣利男(東洋大)：体制転換後のロシアを考
える－産業・人々・地域

変動するロシア 「地理」で学ぶ防災

第1日目　3月27日（土）　午後

第　1　会　場 第　2　会　場

日本地理学会地理教育公開講座委員会

髙圓省三(墨田区立文花中)：社会参画の視点
を取り入れた減災マップの実践－中学生の
「生きる力」が日本の地域のコミュニティを
回復させる

シンポジウム S01（公開）

スタートします地域調査士！
－制度の目的と今日的意義－

日本地理学会理事会

開始時刻　15:15
〔趣旨説明〕

〔制度説明〕

野々村邦夫(地域調査士制度準備委員長・日本

地図センター)：制度の全体構造

山縣耕太郎(上越教育大)：極東ロシアの自然
と人間

終了時刻　15:00

〔パネルディスカッション〕 田村俊和*(立正大)・春山成子(三重大)：災害
リテラシーを高める基礎としての学校地理教
育－今後の方向性と日本学術会議の取り組み

終了時刻　17:15

シンポジウム S02（公開）

日本地理学会・日本学術会議地理教育分科会

開始時刻　13:00

〔趣旨説明〕 13:00～13:15

寺本潔*(玉川大)・大西宏治(富山大)：小学生
が取り組んだ防災学習－子どもとつくる伊勢
湾台風ハザードマップコンテスト

開始時刻　13:00

終了時刻　16:30

石原肇(東京都庁)，神田道男(JICA)，櫛引素

夫(東奥日報)，手嶋隆行(NPOまちの駅ネット

ワークふくおか)，中川章(元住友商事)，長谷

川均(国士舘大)

井田仁康(筑波大)：地理教育における防災教
育

伊藤智章(静岡県立吉原高)：高等学校地理に
おける防災教育－新指導要領を踏まえた実践
に向けて

〔総合討論〕16:00～16:30

鈴木康弘(名古屋大)：防災教育における大学
の役割と地理の位置づけ

美澤綾子(県立静岡高)：高等学校地学と防

災・減災教育－2つの実践から見えてきたこと

浅川俊夫(県立浦和一女高)：地理教育におけ
る災害や防災にかかわる学習の位置付け－新
しい学習指導要領で示された学習内容とその
背景



開始時刻

₄ ₅ ₄ ₅

307 407 13:00

308 408 13:20

309 409 13:40

310 410 14:00

311 411 14:20

₄ ₅

312 412 14:40

313 413 15:00

314 414 15:20

315 415 15:40

316 416 16:00

₄ ₅

317 417 16:20

16:40

17:00

中村圭三(敬愛大)ほか：ネパール・テライ低

地におけるヒ素汚染調査 (2)

古田昇*
(徳島文理大)・平井松午(徳島大)：吉

野川流域における水害防備竹林の地形環境

平井松午*
(徳島大)・古田昇(徳島文理大)：吉

野川流域における竹林景観の変化－美馬市舞
中島の事例

福井幸太郎*・飯田肇(立山カルデラ砂防博物

館)：立山雄山東面で見つかった国内最大級の
氷河氷－現存する氷河の可能性

水野一晴(京都大)：ケニア山とキリマンジャ
ロにおける近年の氷河変動と植生遷移

奈良間千之(総合地球環境研)：中央アジア，
天山山脈における氷河変動と氷河湖の現状

澤柿教伸(北海道大)ほか：ネパールヒマラ
ヤ，ヒンクー・ホングー谷における氷河湖決
壊の可能性

水木千春(北海道大・院)：都市地域における
洪水のための取り組みの活用状況－東京都北
区を事例として

梶原宏之(北九州市立大・非)：草山をめぐる
言説－日本・台湾・韓国の比較からさぐる実
践の地理学

渡辺悌二(北海道大)ほか：ネパールヒマラ
ヤ，イムジャ氷河湖の発達と湖水位の自然
的・人工的コントロール

植木岳雪(産業技術総合研)：関東平野西縁，
相模川と多摩川の支流の堆積段丘の形成時期
－中津川，串川，境川，浅川の例

鈴木毅彦(首都大)ほか：多摩丘陵稲城市～町
田市付近のボーリングコアとそれからみた第
四紀地殻変動

野上道男：朝鮮半島の準平原と中国地方の隆

起準平原

森本洋一*
(法政大・学)・小寺浩二(法政大)：

魚野川流域における暖候期の水質変動要因

第　4　会　場

第１日目　3月27日(土)　午後

第　3　会　場

長谷川裕彦(明治大・非)ほか：单アルプス，

間ノ岳单面農鳥沢で発見されたアバランチ ボ

ルダー タンについて

飯田貞夫(茨城キリスト教大)・大島徹
*
(茨城県

立勝田養護学校)ほか：那珂川と久慈川の河川
環境

小山拓志(明治大・院)ほか：单アルプス单
部，丸山单東向き斜面に分布する植被階状土
の内部構造

松山洋
*
(首都大)・宮野浩(首都大・学)：現地

観測と数値計算に基づく東京の湧水の昇温メ
カニズムに関する研究－真姿の池を事例に

池田　敦(信州大)：岩石氷河の起源について
－論争解決試案

古市剛久(東京農工大)ほか：ミャンマー・

エーヤワディー(イラワジ)河の流量と土砂運

搬量－100年卖位・10年卖位の変動

Tserenbat Chinbayar( 首都大・院)：モンゴル
における森林再生事業の維持システム－タシ
ハイン・アマ谷とトジーン・ナラスを比較し
て

山下亜紀郎*
(酪農学園大)・谷口智雅(立正大・

非)：天空率・占空率からみたソウル市清渓川
における水辺空間の特性



開始時刻

₄ ה ₅ ₄ (▪☺▪)₅

13:00 507 608

13:20 508 609

13:40 509 610

14:00 510 611

14:20 511 612

₄ ₅(Ɽ♇꜡כꜜ)

14:40 512 613

15:00 513 614

15:20 514 615

15:40 515

616

16:00 516 617

16:20 517 618

16:40 619

17:00

高木秀和(愛知大・院)：愛知県蒲郡市三谷に
おける漁業の衰退システムについて

馬渕泰(高知工科大)ほか：木質バイオマス導
入に関する農家の意識モデルの構築

多田忠義(東北大・院)：近年の森林組合林産
事業の変化と「国産材回帰」 漆原和子(法政大)ほか：ルーマニアにおける

社会体制の変革に伴うヒツジの移牧と自然環
境の変化

岡橋秀典(広島大)ほか：インド・ヒマラヤの
山岳地域における低開発問題と工業化－ウッ
タラカンド州ビムタール工業団地の事例から

由井義通(広島大)：インドの工業開発地域に
おける都市開発－ウッタラカンド州ルドラプ
ルを事例として

小林浩二(岐阜大)ほか：ルーマニアにおける
森林の利用と保全－ルーマニアにおける農村
の持続的発展の危機とその再生の可能性

白坂蕃(帝京大)ほか：ルーマニアにおけるヒ
ツジの伝統的移牧の変容

遠藤幸子(川村学園女子大)：ハンブルク港の

再開発－SpeicherstadtからHafenCity へ

北川眞也(大阪市立大)：ローカル化される移
民の地政学－ヨーロッパの「出入口」を脱構
築するイタリア・ランペドゥーザ島

浦谷　拓(九州大・院)：福岡における農協と
地域住民主体の農産物直売所運営の比較

中條曉仁*(静岡大)・Rawat, P. K.(ラムナガー

ル中等学校)：インド・ヒマラヤ山麓部におけ
る新興ヒルリゾートの地域特性－ウッタラカ
ンド州ノークチアタールを事例として

友澤和夫(広島大)：ターター・モーターズ社
の廉価小型車プロジェクトとベンダー・パー
ク－インド・ウッタラカンド州，IIE パントナ
ガールを対象に

鍬塚賢太郎(琉球大)：インド地方都市におけ

るICT 産業立地の現状－ウッタラカンド州都
デヘラードゥーン調査報告

市川康夫(筑波大・院)：中山間地域における
広域的地域営農の成立条件－長野県飯島町を
事例に

植村円香(東京大・院)：高齢化に対応した果
樹農家の経営戦略－長野県下伊那地域を事例
に

市村卓司(筑波大・院)：労働力からみた施設
園芸産地の維持システム－茨城県鉾田市にお
ける外国人研修生・実習生に注目して

今野絵奈(東京農大・院)：大養豚産地におけ
る排せつ物処理の変遷と堆肥流通－鹿児島県
鹿屋市を事例として

若本啓子(宇都宮大)：北海道十勝地方におけ
る乳用種・交雑種牛肉の生産構造－品質およ
び安全性の構築

第1日目　3月27日（土）　午後

第　5　会　場 第　6　会　場

光武昌作*・榎本隆明(広島大・院)：環境保全
型農業における「生き物との共生」概念が持
つ意味－兵庫県豊岡市におけるコウノトリ育
む農法の取組みを事例として

呉羽正昭(筑波大)ほか：カルパチア山村ルカ
ルにおける農村観光の特徴－ルーマニアにお
ける農村の持続的発展の危機とその再生の可
能性

二村太郎(駒澤大・非)：東京都心部における
都市型ファーマーズマーケットの出現－運営
組織の差異からみた直売型農産物市場の成長
と今後の課題

中台由佳里*(東京女子大・非)・Dirloman

Gabriela(Nicolae Kretzulescu Commercial

High School )：カルパチア山地集落マグラに
おける生業構造の変化－ルーマニアにおける
農村の持続的発展の危機とその再生の可能性



開始時刻

₄ ₅

710 13:00

711 13:20

712 13:40

713 14:00

714 14:20

715 14:40

716 15:00

717 15:20

718 15:40

719 16:00

720 16:20

16:40

17:00

目﨑茂和(单山大)：日本神話の火山と国土風
水

高木　恵(久留米大・院)：律令期における国

分寺塔の可視領域－西海道5ヶ国の比較

古関大樹(滋賀県立大・院)：安土築城期にお
ける大中の湖の湖沼環境変化

山近久美子(防衛大)ほか：中国大陸における

初期外邦図作製－1880年代の日本軍将校によ
る手書き原図の調査分析から

相馬秀廣*(奈良女子大)・田然(奈良女子大・

研)：遺跡研究における衛星考古地理学の提唱
－中国およびモンゴルの乾燥・半乾燥地域を
例として

第1日目　3月27日（土）　午後

第　7　会　場

渡邉泰崇(立命館大・院)：近世期災害の復興
施策に伴う空間的変容に関する歴史地理学的
研究－京都・宝永大火以後の道路拡幅施策を
事例に

宇都宮陽二朗(国際環境研究協会)：沼尻墨僊
の製作に係る傘式地球儀ゴアの地名について

吉岡亮太(京都大・院)：「平成『祭』デー
タ」の計量分析に基づく神社分布パターンの
地域的特質

三上絢子(法政大)：米軍統治下の口之島にお
ける密貿易組織

高槻幸枝(お茶の水女子大・院)：明治期東京
の案内書の変遷

中西和子*・山田奨治(国際日本文化研)：『古
事類苑・地部』の採録項目にみる特性



開始時刻

9:00

₄ ₅

9:20 110

₄ ₅

9:40 111 208

10:00 112 209

10:20 113 210

10:40 114 211

11:00 115 212

11:20 116 213

11:40 117 214

12:00

第2日目　3月28日（日）　午前

第　1　会　場 第　2　会　場

土屋　純(宮城学院女子大)：沖縄県における
流通再編とヤンバル地域，島嶼部への影響－
流通再編と地域への影響1

中川清隆(立正大)ほか：埼玉県熊谷市单郊に

おける冬季静穏完全快晴日の放射4成分・地表
面温度・気温の日変化の事例解析

中村　努(東京大・研)：長崎県の離島におけ
る医薬品流通システム－流通再編と地域への
影響2

日下博幸(筑波大)ほか：三大都市圏を対象と
した夏季気候の将来予測

安倉良二(立命館大・非)：出店・閉店のパ

ターンからみた2000年代における総合スー

パーの店舗網再編－流通再編と地域への影響3

高木美彩(筑波大・院)ほか：2008年8月のつく
ば市の気温分布

昼　休　み

大和田道雄(愛知教育大)・大和田春樹*
(アビー

ムシステムズ)：名古屋市におけるヒートアイ
ランドの変遷

仁科淳司*
(明治学院大・非)・三上岳彦(帝京

大)：熊谷における夏季の地上気圧日変化曲線

に見られる2・3の特徴

兼子　純(筑波大)：家電量販店の再編成と地
域家電小売業の役割－流通再編と地域への影
響4

岩間信之(茨城キリスト教大)：フードデザー
トエリアにおける高齢者世帯の「食」と健康
問題－食品流通の光と陰1

荒木一視(山口大)：三笠フーズ事件と食の安

全上の脆弱性－食品流通の光と陰2

則藤孝志(京都大・学振DC)：農産物産地の機
能拡大とウメ産地の新展開－食品流通の光と
陰3

大和田道雄(愛知教育大)ほか：岐阜県多治見
市における猛暑要因

池田真志(拓殖大)：インターネット通信販売
における空間的特徴と制約－食品流通の光と
陰4

髙根雄也*
(筑波大・院)・日下博幸(筑波大)：

関東平野内陸域における夏季高温現象の実態
調査と形成メカニズムの解明



開始時刻

9:00

9:20

₄ ₅

418 9:40

₄ ₅

318 419 10:00

319 420 10:20

320 421 10:40

321 422 11:00

322 423 11:20

323 424 11:40

12:00

角谷聡子(日大豊山女子中高)ほか：中学校・
高等学校の地理教科書に掲載された地形図の
予察的検討

村上由佳(奈良女子大)：奈良女子高等師範学
校における地理・歴史教育について

谷　謙二(埼玉大)：地理教育における地球儀
の作製とその活用

篠田雅人(鳥取大)：枯れ草は黄砂発生にどう

影響するか?－日蒙米共同プロジェクト

DUVEX

林　琢也(首都大)：環境人材の育成と環境教

育の充実化を目指して－首都大学東京ECO-

TOPプログラムに学ぶ

岩本廣美(奈良教育大)ほか：全国の教育セン
ター等における中学校社会科地理的分野に関
する教員研修の実施状況

長谷川均(国士舘大)ほか：多良間島の現成サ
ンゴ礁微地形とその変化

鹿島薫(九州大)ほか：モンゴル中北部へン
ティー山脈およびその周辺域における古環境
変動の復元

第　4　会　場

安部真理子(沖縄リーフチェック研究会)ほ
か：沖縄島・大浦湾におけるアオサンゴ
(Heliopora coerulea )群集の調査結果

菅浩伸(岡山大)ほか：太平洋・インド洋の環
礁洲島の地形－温暖化時代の脆弱性とその地
域差

第2日目　3月28日（日）　午前

第　3　会　場

石川智*
(九州大・院)・鹿島薫(九州大)：北海

道東部の湿原・湖沼堆積物中の津波痕跡と古
環境

朝水宗彦(山口大)：日本における英語による
学位プログラムの拡大

中井達郎(国士舘大・非)：サンゴ礁保全にお
ける地理学的視点の重要性とその試み



開始時刻

₄ ₅ ₄ ( )₅

9:00 518 620

9:20 519 621

9:40 520 622

10:00 521 623

₄ ₅

10:20 522 624

10:40 523 625

₄ (▪ⱨꜞ◌)₅

11:00 524 626

11:20 525 627

11:40 526 628

12:00

伊藤千尋(京都大・院)：現代アフリカの都市-

農村間関係－ザンビア单部州における人びと
の移動に着目して

島田周平(京都大)：ナイジェリアの地域紛争
に関する新しい研究動向

土'谷敏治(駒澤大)：市民と利用者の視点から
みたひたちなか海浜鉄道の評価

国府田諭(社会構想研究所)：日本版PTAL(公

共交通アクセシビリティレベル)算出による都
市間比較

手代木功基(京都大・学振DC)：ナミビア半乾
燥地域のモパネ植生帯におけるヤギの採食物
選択

豊田　賢(駒澤大・院)：地方鉄道の経営移管
に伴う沿線住民の意識と移動行動の変化－ひ
たちなか海浜鉄道を事例に

今井理雄(駒澤大)：札幌市における公共交通
ネットワークの維持に向けた方策と課題

山口哲由(京都大・学振PD)：山地牧畜におけ
る家畜頭数の調整機構－中国雲单省チベット
村落の事例

渡辺和之(立命館大・非)：牛は水牛よりも楽
だから－ネパール山地における農民の家畜構
成の変化

渡邊三津子(総合地球環境研)ほか：カザフス
タン共和国アルマトゥ州における社会主義的
近代化と牧畜業の変容

池谷和信(民族学博)：熱帯における農民・家
畜関係に関する研究展望

小林崇人(駒澤大・院)：新潟市中心部におけ
る分譲マンション供給と居住者特性

長沼佐枝*(東京大・研)・荒井良雄(東京大)：
郊外駅前住宅地との比較からみた都心住宅地
の特徴－地方中核都市福岡を事例に

小泉諒(首都大・院)ほか：東京都心湾岸部に
おける分譲マンション居住者の特性－東京都
江東区豊洲を事例に

増野高司(民族学博)：タイにおける農民によ
る家畜飼育の地域性に関する予備的報告

中井信介(民族学博・非)：タイ北部の山村に
おける牛飼養の現状とその継続性に関する予
備的考察

第　6　会　場

久保倫子*(筑波大・学振DC)・由井義通(広島

大)：世帯の多様化に対するマンション供給の
変容－東京大都市圏におけるメジャーセブン
の事例

第　5　会　場

田中健作(広島大・院)：農村地域における公
共交通の改善とローカルなアクターの連携－
広島県大崎上島町「おと姫バス」に関する活
動を事例に

第2日目　3月28日（日）　午前

昼　休　み



開始時刻

9:00

₄ ₅

721 9:20

722 9:40

723 10:00

724 10:20

725 10:40

726 11:00

727 11:20

728 11:40

12:00

岡部遊志(東京大・院)：フランスにおける政
府間関係と地域の競争力－フランシュ・コン
テ地域圏を事例として

張厚殷(東京大・院)：近年の韓国における地
域産業政策の展開－大邱ミラノプロジェクト
を中心に

山下博樹(鳥取大)：バンクーバーにおける都
市圏整備政策の新展開－「メトロ・バンクー
バー 2040」を中心に

前畑明美(法政大・院)：島嶼振興計画の内部
構造に関する一考察

坂戸宏太(慶應義塾大・院)：日本における圏

域構造の変動パターン(1980年～2000年)

目代邦康(自然保護助成基金)：ダムに反対す
る理由

山下　潤(九州大)：スウェーデンにおける環

境補助金によるCO2排出削減への影響と排出

要因

佐藤正志(東京大・院)：地方自治体における
公民連携手法導入の地域差－指定管理者制度
の事例

第2日目　3月28日（日）　午前

第　7　会　場

昼　休　み



開始時刻

〔座長〕大林千一 〔座長〕小寺浩二

〔基調講演〕 S1201 13:10～13:30

S1101 13:05～13:35

S1202 13:30～13:50

S1102 13:35～14:05

S1203 13:50～14:10

〔報告〕

S1103 14:05～14:25 〔座長〕伊藤達也

S1204 14:20～14:40

S1104 14:25～14:45

S1205 14:40～15:00

S1105 14:45～15:05

S1206 15:00～15:20

〔座長〕井上　孝

S1106 15:15～15:35

〔コメント〕15:20～15:30

S1107 15:35～15:55 单埜　猛(兵庫教育大)

〔総合討論〕15:40～16:20

〔まとめ・閉会挨拶〕16:20～16:30　伊藤達也

〔コメント〕15:55～16:15

梶田真(東京大)・高橋眞一(新潟産業大)

村上哲生(名古屋女子大)：ダム・河口堰の陸
水学－なぜダム・河口堰は他の河川事業にも
増して警戒されるのか？

富樫幸一(岐阜大)：都市用水の需給構造とダ
ム等の事業評価方法の見直し

石川義孝(京都大)：公的統計における個票
データ使用の意義－外国人移動研究の事例

◦fiⱳ☺►ⱶ S12

河川流域の水環境保全と流域管理

第　2　会　場

第2日目　3月28日（日）　午後

第　1　会　場

◦fiⱳ☺►ⱶ S11

地理学における統計の利用と
今後の課題

ʄ「統計」をめぐる官・学の連携をめざしてʄ

〔質疑ならびに総合討論〕16:25～16:50

〔まとめ〕16:50～16:55　阿部　隆

秋山道雄(滋賀県立大)：水政策と技術評価

小寺浩二(法政大)：流域卖位の水環境モニタ

リングとGIS流域モデルを活用した流域管理

〔趣旨説明〕 13:00～13:05　阿部　隆

開始時刻　13:00 13:00

〔開会挨拶・趣旨説明〕 13:00～13:10　小寺浩二

小池司朗(社会保障・人口問題研)：小地域統
計データの利用と今後の課題

西　文彦(総務省統計研修所)：カンボジア・
プノンペン首都圏の小地域分析

遠藤尚*・小西純(統計情報研究開発セン

ター)：発展途上国における小地域統計の現状
と利用上の課題

終了時刻　16:30

大友　篤(アイコンズ国際協力)：地理学にお
ける統計の利用と今後の課題 矢嶋　巌(神戸学院大)：大阪都市圏における

衛星都市の水道事業とダム開発

松村迪雄(総務省統計研修所)：国勢調査の市
町村統計と地理学研究

〔オーガナイザー〕阿部隆(日本女子大)・井上孝(青
山学院大)・大林千一(帝京大)

〔オーガナイザー〕伊藤達也・小寺浩二(法政大)

川崎　茂(総務省統計局)：社会における公的
統計の意義と役割－知的情報基盤のさらなる
強化を目指して

伊藤達也(法政大)：流域概念の多義性と水問
題

終了時刻　16:55



開始時刻

S1301 13:00～13:10〔趣旨説明〕 S1401

〔座長〕 〔司会〕山下亜紀郎

S1402

S1302 13:10～13:30

S1403

S1303 13:30～13:50

S1404

S1304 13:50～14:10

S1405

〔討論〕14:10～14:50

〔コメント〕

小荒井衛：DEM解析から見た景観生態学図

〔座長〕辰巳勝(近畿大)・八田二三一(群馬大・非)

S1305 15:10～15:30

〔司会〕小荒井衛

S1406

S1306 15:30～15:50 S1407

S1408

〔討論〕15:50～16:20 S1409

S1410

〔第Ⅲ部〕総合討論（16:00～17:00）

〔コメント〕

〔全体進行〕山田喜一(文京学院大) 〔趣旨説明〕 13:00～13:15

〔オーガナイザー〕小荒井衛(国土地理院)・山下亜紀
郎(酪農学園大)・長澤良太(鳥取大)

今井英文(市立岡山後楽館高)：学習指導要領
におけるフィールドワーク学習の扱いの変遷
－高等学校と中学校の場合

吉田剛司(酪農学園大)ほか：知床岬における
生物多様性評価のための景観生態学図の試作

牛込裕樹(大妻中野中高)：中学校新学習指導
要領と地誌学習論

大場一樹(酪農学園大・学)ほか：羅臼岳にお
ける登山道荒廃の現状と航空データによる解
析

柴田祥彦(都立国分寺高)：高等学校新学習指
導要領と地誌学習論

第2日目　3月28日（日）　午後

◦fiⱳ☺►ⱶ S14◦fiⱳ☺►ⱶ S13

第　3　会　場

地理学習論の再構築

ʄ地誌学習論，主題学習論，巡検学習論をめぐってʄ

松岡路秀(神奈川県大和市教育委員会)：地理
教育における巡検学習論の構築と期待される
巡検学習の方向

開始時刻　13:00

山口幸男(群馬大)：地理学習論の再構築－地
誌学習論，主題学習論，巡検学習論をめぐっ
て

〔第Ⅰ部〕新技術を使った景観生態学図の作成
（13:15～14:30）〔第Ⅰ部〕地理教育における地誌学習論と主題学習論

佐藤　浩(国土地理院)：航空レーザ測量デー
タを用いた白神山地における地生態学図の作
成

小林正人(都立鷺宮高)：地理教育における主
題学習論

小荒井衛(国土地理院)ほか：シンポジウム
「景観生態学図による生物多様性評価の可能
性」の趣旨説明

吉田剛(宮城教育大)・安藤清(千葉県立佐原高)

小荒井衛(国土地理院)・廣瀬葉子*(国際航業)

ほか：航空レーザを用いた三次元植生区分の
試み

終了時刻　17:00

〔第Ⅲ部〕総合討論・まとめ 16:30～17:00

〔座長〕山口幸男・西木敏夫(目白研心中高)

〔第Ⅱ部〕地理教育における巡検学習論

〔オーガナイザー〕山口幸男(群馬大)

終了時刻　17:00

日置佳之(鳥取大)ほか：中国山地における鉄
穴流し跡地に成立したオニグルミ林植生

楠本良延(農業環境技術研)ほか：農業活動に
より維持される茶草地の景観生態学的研究と
生物多様性評価

鈴木重雄(立命館大)：里山における竹林拡大
の生物多様性への影響

河本大地(神戸夙川学院大)：「地域多様性」
と生物多様性

〔自由討論・まとめと今後の展望〕小荒井衛

松浦俊也(森林総合研)ほか：東北地方の多雪
集落における山菜採りの景観生態学的研究

〔第Ⅱ部〕景観生態学図を使った生物多様性評価手法
の開発（14:45～16:00）

辻村千尋(日本自然保護協会)：小笠原諸島父
島における地生態系区分による環境区分の試
み

第　4　会　場

景観生態学図による
生物多様性評価の可能性

開始時刻　13:00



開始時刻

S1601

〔基調講演〕13:10～13:50

S1501

〔座長〕小口　高

S1602 13:10～13:30

〔報告〕13:50～15:30

S1502

S1603 13:30～13:50

S1503

S1604 13:50～14:10

S1504

S1605 14:10～14:30

S1505

〔座長〕宮本真二

S1606 14:40～15:00

S1506

S1607 15:00～15:20

〔コメント〕15:40～16:00

香川雄一(滋賀県立大)・山室真澄(東京大)

〔総合討論〕16:00～16:50 S1608 15:20～15:40

〔司会〕和泉　潤(名古屋産業大)

〔総括〕16:50～17:00 〔総合討論〕15:50～16:20

碓井照子(奈良大) 〔座長〕目代邦康・小口高・宮本真二

開始時刻　13:00

第2日目　3月28日（日）　午後

第　6　会　場第　5　会　場

◦fiⱳ☺►ⱶ S15

和泉　潤(名古屋産業大)：市民参加による環
境に配慮した都市づくり

◦fiⱳ☺►ⱶ S16

環境市民活動は何を目指すのか？
博物館の地理学

ʄ環境共生社会における役割と目標について考えるʄ

日本学術会議IHDP分科会

(オーガナイザー代表：山本佳世子）

〔オーガナイザー〕目代邦康(自然保護助成基金)・
小口高(東京大)・宮本真二(琵琶湖博物館)

開始時刻　13:00

〔趣旨説明〕 13:00～13:10

原科幸彦(東京工大)：環境共生社会における
市民活動の役割－計画づくりへの参加こそが
鍵

〔趣旨説明〕 13:00～13:10　山本佳世子(電気通信大)

目代邦康ほか：博物館の地理学－シンポジウ
ムの趣旨説明

梶原宏之(阿蘇たにびと博物館)：地理学とエ
コミュージアム－実践の地理学へむけた期待
と課題

終了時刻　17:00 終了時刻　16:20

宮本真二(琵琶湖博物館)：地域博物館での地
理学の役割－琵琶湖博物館を素材として

山本佳世子(電気通信大)：市民参加と電子市
民参加による環境市民活動の展開

澤田結基(産業技術総合研)：地質に特化した
専門博物館における地理学の貢献

福田珠己(大阪府立大)：博物館と人文地理学

鈴木純子(元国会図書館)：国立地図学博物館
構想と現況

岡橋秀典(広島大)：大学博物館と地理学－広
島大学総合博物館の事例から松山　薫(東北公益文科大)：地域資源の発

掘・利用－山形とアルカディア

淺野敏久(広島大)：水環境保全運動の展開と
連帯－これからの環境運動に期待される視点

青木隆浩(歴史民俗博)：歴史系博物館におけ
る地理学

木本浩一(広島女学院大)：スコットランドに
おける「持続的」森林経営



開始時刻

S1701 13:00～13:10

〔座長〕岩本廣美(奈良教育大)

S1702 13:10～13:25

S1703 13:25～13:40

S1704 13:45～14:00

S1705 14:00 14:15

S1706 14:20～14:35

S1707 14:35～14:50

〔総合討議〕15:00～16:15

〔コーディネーター〕滝沢由美子

第2日目　3月28日（日）　午後

第　7　会　場

◦fiⱳ☺►ⱶ S17

地図を守り，未来に活かす

―新時代の地図学博物館の方向を探る―

小口高(東京大)ほか：東京大学空間情報科学
研究センターにおける地理空間情報の収集と
活用

森田　喬(地図情報センター)：㈶地図情報セ
ンターの過去・現在と時代の要請

星埜由尚(日本国際地図学会)：地図の将来像

終了時刻　16:15

鎌田高造(国土地理院)：国土地理院における
地図の保管及び公開の現状

鈴木純子(元国会図書館)：国立国会図書館地
図室

池谷和信(民族学博)：アフリカ古地図と国立
民族学博物館

開始時刻　13:00

〔趣旨説明〕

滝沢由美子(帝京大)・鈴木厚志
*
(立正大)・千

歳壽一(千寿計画研)：地図を守り，未来に活
かす－新時代の地図学博物館の方向を探る

日本地理学会国立地図学博物館設立推進委員会

後援　日本国際地図学会
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P808 P818
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田中博春(東北農業研)ほか：高宮神社林内外

における気温差の形成要因(第2報)

大久保さゆり*
(首都大・院)・高橋日出男(首

都大)：国内のSPM日最高濃度出現時刻の長
期変化に関する解析

都筑俊樹*
(法政大・学)・小寺浩二(法政大)：

猪苗代湖および集水域の水環境に関する地理
学的研究(2)－2009年4月～2010年3月の観測
結果から

濱田浩美*
(千葉大)・斎藤礼佳(県立千葉聾学

校)：摩周湖における霧の発生頻度と発生要
因に関する研究

田上善夫(富山大)：風の祭祀と風災害および
局地風とのかかわりについて

田畑弾(日本大・院)ほか：関東地方における
竜巻発生環境場の地域特性とその要因

横坂　航(駒澤大・院)：諏訪湖における御神
渡り発生頻度の減尐におよぼす都市気候の影
響

安田正次*
(千葉大・非)・山本啓介(千葉大・

学)：非株立ち樹型イヌブナ優占林の成立要
因

漆原和子(法政大)・髙花達也*
(法政大・院)ほ

か：三重県尾呂志集落における防風のための
石垣の分布

倉茂好匡*
(滋賀県立大)・福澤佑亮(滋賀県立

大・学)：デジタルカメラ撮影に基づく視程
観測

平野淳平*
(首都大・研)・松本淳(首都大)：関

東地方における20世紀前半以降の冬季降水頻
度の季節変化と経年変化

飯島慈裕*
(JAMSTEC)・フョードロフ アレ

クサンダー(ロシア科学アカデミー)：東シベ
リアの気候湿潤化による永久凍土活動層と植
生の変化

池田敦*
(信州大)・西井稜子(筑波大・院)：赤

石山脈間ノ岳周辺の粗粒岩屑層の14
C年代測

定

島津　弘(立正大)：イタリア中部，オルチア
川上流における礫床河川景観の形成

谷口智雅(立正大・非)ほか：アジアの都市発
展と生活用水水源と地下水利用の変化

森島済(日本大)ほか：樹林構成と樹木被覆率
による温度環境の違いについて－千葉県流山
市の緑地を対象に

澤田律子*
(法政大・学)・小寺浩二(法政大)：

房総半島諸河川の流域特性と水質の季節変化

中村圭三(敬愛大)：ネパール・マナカマナに
おけるミカン栽培と気候環境

第1・2日目　3月27・28日(土・日)

ポスター発表は，3月27日(土)10時～17時30分までと3月28日(日)9時～15時まで，第8会場と第9会場で行

います．発表者による説明は，3月27日(土)17時～17時30分もしくは3月28日(日)12時～12時30分の間に行
われますので，多くの会員の参加を希望します．

ポスター発表

第　8　会　場

平塚延幸(大宮工高)：谷川岳一の倉沢に分布
する堆積物の堆積構造と堆積環境

後藤秀昭(広島大)：四国中央部における中央
構造線活断層帯の後期更新世の変位速度と活
動間隔
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高田将志(奈良女子大)ほか：起源の異なる石

英粒子のTL・ESR信号特性－土砂供給源の
推定に向けた予察的研究

曽根敏雄*
(北海道大)・原田鉱一郎(宮城大)：

北海道大雪山平ケ岳单方湿原におけるパルサ
の永久凍土の電気探査

近藤玲介(日本大)ほか：北海道北部，利尻火
山北麓，姫沼周辺より得られた年代資料とそ
の地形発達史的意義

第　8　会　場 9

八木浩司(山形大)ほか：ネパール中・中西部

MBF, MFF 沿いの地すべり地形分布図

武田祐子(首都大)：ArcObjectsによる社会地
図自動作製ツールの開発－センサスデータを
利用して

黒木貴一(福岡教育大)ほか：平成21年7月中
国・九州北部豪雨による那珂川町の洪水被害
と地盤条件

酒井香織*
(三重大・学)・春山成子(三重大)：

宮川下流域の地形特性と土地利用

松本真弓*(三重大・院)・春山成子(三重大)：
外邦図を用いた、ミャンマー・イラワジ川に
おける地形特性の研究

小口千明(埼玉大)ほか：吉見百穴壁面の塩類
風化に伴う岩屑生産速度

町田尚久*
(立正大・院)・田村俊和(立正大)：

明治期の河川・河畔環境の復元への河川台帳
付図の活用

吉田真幸*
(東北学院大・学)・松本秀明(東北

学院大)：仙台平野沓形遺跡周辺における

2000年前の津波堆積物の分布

第1・2日目　3月27・28日(土・日)

ポスター発表は，3月27日(土)10時～17時30分までと3月28日(日)9時～15時まで，第8会場と第9会場で行

います．発表者による説明は，3月27日(土)17時～17時30分もしくは3月28日(日)12時～12時30分の間に行
われますので，多くの会員の参加を希望します．

ポスター発表

村中亮夫(立命館大)ほか：テキスト情報を用
いた安全安心に関する空間認知の分析－手書
き地図と自由記述におけるテキスト情報の利
用

佐々木亮道(東北大・院)：秋田県单部，出羽
丘陵西麓～沿岸地域における活断層の分布と
断層モデル

佐藤裕哉(広島大)ほか：広島原爆関連資料の

GISデータ構築

白井郁子*
(首都大・学)・武田祐子(首都大)：

郊外型大型商業施設の顧客カードを利用した
商圏分析－TRESSA横浜の事例

Haruyama, S.
*
(Mie Univ.) & Maung Maung

Aye(Yangon Univ.) ：Cyclone 'Nargis' to

strike the southern Ayeyarwady Delta of

Myanmar

大島英幹(慶應義塾大)ほか：衛星データを
使った中学校での「地理実験」試行

松多信尚(名古屋大)ほか：台湾東部・鹿野断
層におけるトレンチ調査

西井稜子*
(筑波大・院)・松岡憲知(筑波大)：

赤石山脈アレ沢崩壊地における2004年岩盤崩
壊後の斜面変形－変形規模とプロセス

青山雅史(日本地図センター)：飛騨山脈白馬
岳および黒部川源流域における岩塊地形と地
表面温度状況

奈良間千之(総合地球環境研)ほか：プロキ
シー・データを用いた中央アジアにおける過
去1000年間の環境変動



P911 P921

P912 P922

P913 P923

P914 P924

P915 P925

P916 P926

P917 P927

P918

P919

P920

水野一晴(京都大)：インド，アルナチャル・
プラデシュ州(アッサム・ヒマラヤ)， ディラ
ンゾーン地方における牧畜民と農耕民の関係

朴圭泰(筑波大・院)：土地利用からみた土浦
市中心市街地の変容

増野高司(民族学博)：東单アジア大陸部にお
けるヤオ族の移住史の理解に向けて

謝陽(お茶の水女子大・院)：伝統漆器産地に
よる戦後の日中地域間関係の構築

飯泉佳子(国際農林水産業研)ほか：シリアの
半乾燥地域における傾斜樹園地を対象とした
株元石積み工法－土壌侵食の軽減とウォー
ターハーベスティングを目的として

作野広和(島根大)：消滅集落・消滅危惧集落
の立地と空間的特徴

戴松君(東京農大・院)ほか：雲单省産花き輸
出方式の再編と今後の展開方向

佐藤廉也(九州大)：エチオピア焼畑民の現金
経済への適応－定期市の開設，家畜飼養の開
始，土器製作の変容

田中耕市(徳島大)：東京大都市圏における国
際空港へのアクセシビリティの変化－東京国
際空港の再国際化と成田国際空港へのアクセ
ス改善に伴う

小荒井衛(国土地理院)：迅速測図原図を使っ
た三浦半島の植生変遷の把握

第1・2日目　3月27・28日(土・日)

ポスター発表は，3月27日(土)10時～17時30分までと3月28日(日)9時～15時まで，第8会場と第9会場で行

います．発表者による説明は，3月27日(土)17時～17時30分もしくは3月28日(日)12時～12時30分の間に行
われますので，多くの会員の参加を希望します．

ポスター発表

第　9　会　場

渡辺和之(立命館大・非)：誰が内戦の犠牲者
なのか？－東ネパール，オカルドゥンガ郡に
おけるマオイスト運動の軌跡

古賀友子(北海道大・院)・小野有五*(北海道

大)：農家および訪問者の意識からみた北海
道長沼町のグリーンツーリズム

中島実咲(駒澤大・院)：児童の利用特性から
みた街区公園の役割－練馬区を事例に

伊藤修一(駒澤大・非)：木更津市内に通学す
る大学生の東京湾アクアラインの認知

田添勝康(首都大・院)：豊洲2・3丁目再開発
地区における住民特性と地域コミュニティ

茂木慶裕(首都大・院)：玉川学園地域におけ
る住民参加型まちづくりの展開

森永由紀(明治大)ほか：モンゴルの遊牧の伝
統的知識の科学的検証－家畜にとっての冬営
地と夏営地の気象条件


